【R５】市民参加型まちづくり１％システム　アンケート【一般部門】
事業実施、お疲れ様でした。「市民参加型まちづくり１％システム」をより良い制度とするために、皆様からのご意見をお聞かせください。ご協力をお願いいたします。
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１.　　団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２.　１％システムを知ったきっかけはなんですか。
　１　１％システムを活用したことがあるので、すでに知っている
２　広報ひろさき　　　　３　市ホームページ　　　　４　市民協働課SNS　　　　
５　１％システムのチラシ　　　　６　知人や関係者から聞いた
７　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３.　申請や実績報告にあたり、記入が難しかった書類はありますか。（複数選択可）
　１　事業企画書　　　２　収支予算書　　　３　事業報告書　　　４　収支決算書
５　特にない　　　６　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
４.　3.で選択した理由をお知らせください。※3で「特にない」を選択した場合は、回答不要
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５.　申請ガイドブック（募集要項）の内容について要望があればお知らせください。
※申請ガイドブックには、制度内容や、申請書類記入例、よくある質問（Ｑ＆Ａ）が書かれています。
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６.　審査会でのプレゼンテーション（事業説明）の持ち時間（５分／８分）について、どう感じましたか。
　１　長かった（もっと短くても良い）　　２　丁度良かった　　３　短かった（時間が足りない）

７.　審査会について、ご意見・ご感想などがあれば自由にお書きください。
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 ☡( 裏面に続きます 
８.　事業を継続していく中での課題は何ですか。（複数選択可）
１　団体の運営や事業実施の「ノウハウ」が不足している。
　２　団体の中心人物やメンバーなどの「協力者」が不足している。
　３　普段の活動場所や、拠点となるような「場」を安定的に確保できない。
　４　協賛金や参加費など、活動に必要な「資金」がなかなか得られない（方法がわからない）。
５　ほかの団体・市民・関係企業などと「交流」したくても機会がない（方法がわからない）。
６　活動の広報や情報発信、情報の共有・交換をする場やきっかけが不足している。
７　行政と「協働」で事業を実施したいが、担当部署への働きかけ方がわからない。
８　その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
９.　8.でお答えいただいた課題に対して、募集時期や審査会以外に助言を受けたり、相談してみたいと思いますか。
　１ そう思う　　　　２ 機会があれば受けてみたい　　　　３ あまり思わない
　４ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
10.　今後協働したい相手を次から選び、その理由、内容、相手方へのメッセージをお書きください。
（複数選択可）※こちらの内容は採択事例集やパネル展等で活用予定です。
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1 今後協働したい相手

１ NPO、任意団体　　２ 地域コミュニティ（町会など）　　３ 企業　　４ 行政　　５ 学校　　６ 学生　　７ 市民　　８ その他（②に具体的に記入してください。）　　９ 特にない
②理由・内容・相手方へのメッセージ
（複数選択した場合には、相手、理由等が分かるように、分けて記入してください。）
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【記入例】

NPO、任意団体：イベント時にチラシの設置、配布にご協力いただきたいです。当団体のイベントでも貴団体のチラシをご紹介・配布できますので、一緒に効果的に周知活動を行えたらと思います。

企業：可能な範囲で周知にご協力いただければと思います。（チラシには、協賛／協力という形で掲載させていただきます。）また、イベントへの出展・参加も可能ですのでご検討ください。
11.　次年度も１％システム補助金を申請する（既に申請した）場合、申請時期をお知らせください。
　□ １次募集　　　　□ ２次募集　　　　□ ３次募集　　　　□ 来年度は申請予定なし
12.　１％システムに対して、一言お願いします。
（事業を実施した感想や、制度内容や仕組みについての疑問・要望など、自由に記入してください。）
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 ☺ アンケートへのご協力、ありがとうございました。 ☺
このアンケートは、Webで回答することもできます。


URL　https://forms.office.com/r/tiBxgpez8E























それぞれが得意なことを生かし、協力し合うことで、効果的・効率的なまちづくり活動につながります。また、今までできなかったことにチャレンジしたり、よりレベルアップした事業の実施にもつながります。まずは、小さなことから行ってみましょう！























